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☆　様々な事案に対するワンストップ＆トータルな支援の充実と関係機関とのより円滑な連携体制の構築
☆　ＳＮＳを活用した相談支援体制の実施と効果の検証
☆　ＳＣ・ＳＳＷを加えた実効性のある校内支援会（コーディネーターの力量形成を含む）のモデルづくりと県内への般化

現状 成果 課題 課題に対する具体的な取組

【相談活動】

１．来所・出張（訪問）相談件数（１２月末現在）
　受理件数 Ｈ２８ 　   ２９３件→ Ｈ２９       ３０６件
　延べ件数 Ｈ２８  １，７７９件→ Ｈ２９   ２，０３８件          

２．電話相談件数（１２月末現在）
　延べ件数 Ｈ２８      ７２２件→ Ｈ２９       ７４７件

３．メール相談件数（１２月末現在）
　延べ件数　Ｈ２８    　 ７３件→ Ｈ２９　　     ８２件

◯　相談延べ件数や電話相談件数は増加傾向にある。
◯　小学校の受理件数は減少傾向にある。

◯　ＳＣ等の常駐配置や関係機関との密接な連携によ
　 り、 困難な相談内容に対してもより効果的な支援が
   なされるようになった。

△　受理した相談ケースに応じ
　 た、より円滑な関係機関連携　
　 が必要である。
△　子どものコミュニケーション
　  媒体が「メール」から「ＳＮＳ」

　 に変化したことへの対応が必
　 要である。

◎　関係機関と連携した相談ケー
　スを分析し、より円滑な関係機関
　との連携体制を構築する。

◎　ＳＮＳを活用した相談支援体制
　 を構築する。

【学校支援】
１．支援会の主な構成
　　校長、教頭、主幹教諭、特別支援コーディネー
　　ター、ＳＣ等担当教員、学年主任、学級担任、
　　養護教諭、ＳＣ、ＳＳＷ、教育委員会（教育支援
　　センター等）関係者　等

２．心の教育センター訪問回数
　　１０校計　：　７５回     （１２月末現在）

３．支援ケース数（延べ件数）
　　１０校計　：　３１８件  （１２月末現在）
　　
４．重点支援校以外の訪問回数　
　　合計２５１回　 　　　　（１２月末現在）
  ※重大事案対応、校内研修会・校内支援会への
      支援　等 　

１．校内支援体制の確立
  ○　支援会のシステムが定着し、ＳＣやＳＳＷも含めた
     組織的な動きが見られる。
  ○　事案の緊急性に応じてケース会議を開催し情報
     共有や見立てがで きている。

２．支援会の運営状況
  ○   ゴールイメージを持ち、「見立て」を基にスモール
　　ステップの対応がなされている。
  ○   「個別支援シート」を使用した支援会を開催し、他
　　機関との連携も始まっている。
  ○　ケース会議を重ね、学級の状態が改善された。
  ○　ＰＤＣAサイクルにおいてＣからＡへの対応を確認
　　することができた。

３．教員等の意識の変容
　○   担任のしんどさを学級全体で理解しようとする雰
　　囲気が生まれた。
　 ○　ケースを出すことに否定的であった教員が協力
       的になり、支援の進捗状況を確認することができた。
   ○   支援会で相談したいという希望が増え、協議内容
       について職員会で情報共有ができるようになった。
　

１．校内支援体制の充実
　△   さらに効果的なＰＤＣＡサ
　　イクルを進める必要がある。

２．支援会の運営
　△   支援会の決定内容につい
　　て全職員への周知をさらに　　
　　徹底する必要がある。
　△  教員の相談ニーズに的
　　確に対応できる組織的支援
     の継続が重要である。

３．教員への支援
　△　学校全体として初任（若
       年）者を交え成長を促す必
　　要がある。
　△   担任個人が抱え込むの
      ではなく、「チーム支援」の
　　考え方を理解し活用する方
      向へ一層進める必要があ
      る。

１．校内支援体制の充実
　◎　 ＳＣ等の高度な専門性を活
        用したより実効性のある「チー
       ム支援」の形を定着させる。
　◎　個人が課題を抱え込まない
　　「学校組織」をつくる。

２．支援会の運営
　◎   「見立て」→「支援計画」→「支
      援実施」→「評価」のＰＤＣＡサイ
      クルを検証し、継続支援につな
      げる。
　◎  支援会参加者がそれぞれの
　　役割を確実に実行し、支援の現
　　状を学校全体で確実に共有す
　　る。
　◎　コーディネーターの育成を進
　　め、当該学校の実態に応じた円
　　滑な準備を進める。

３．教員への支援
　◎　担任自身がケースを出して良
　　かったと思える支援会を構築す
　　る。
　◎　外部人材や関係機関など、あ
　　らゆる「支援資源」を活用した支
　　援に努める。
　

今後の支援の方向性


